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ポイント 

• 2016 年熊本地震後に，文科省委託業務「平成 28 年

熊本地震を踏まえた総合的な活断層調査」の一環

として，日奈久断層帯の 3 地点でトレンチ調査を

行い，同断層帯の古地震履歴を明らかにした．

• 2026 年熊本地震の際に，上記トレンチ調査で確認

された断層が再度動いたのかどうかを調べるため

に，現地調査を行った．

• その結果，3 地点において，トレンチ調査で断層

が確認された場所の直近に地表地震断層が認めら

れた．

図 1 トレンチ調査地点位置図 

図 2 川田町西トレンチ（八代市）の調査結果 

左上：地理院地図に写真撮影位置・方向を示した．右上：2017 年度および 2018 年度にトレ

ンチ調査を行った際の平面測量図．左下，中下，右下：いずれも北西側低下を示す杉型雁行

割れ目．写真①の雁行割れ目群と写真②〜写真③の雁行割れ目群は，各々がさらに大きなス

ケールの雁行割れ目状に分布している（左上図の赤破線）．
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